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１　はじめに
　サツマイモは中南米の熱帯地域が原産と
されており、人類による長い栽培期間を経
て温帯地域にも広がったが、依然として低
温条件には比較的弱い作物と考えられる。
特に、植え付け直後から生育初期における
低地温や、いもの貯蔵中の低温には注意が
必要である。これらのことから、以前の我
が国における大規模な経済栽培の北限は、
関東北部の干しいも生産地帯までと見なさ
れる状況であった。しかし、今までサツマ
イモの経済栽培が無かった比較的冷涼な地
域にも栽培を広げようとする取り組みが、
近年急速に増加してきている。北海道内で
は経済栽培がいくつかの地域で試みられ、
道内の試験研究機関での取り組みも開始さ
れている。北海道産のサツマイモは収量性
がやや低いものの、栽培期間の地温が本州
よりも低く経過する傾向にあるため、でん
粉糊化温度が低くなって加工時の糖度が上
昇しやすい1）、2）という特長を持っている。
一方、干しいも生産地では無マルチ栽培が
行われているが、生育初期ではマルチ被覆
栽培よりも苗が低地温に遭遇しやすい。以
上の対策の一つとして、低地温条件でも苗
の活着・発根がスムーズな低温耐性品種の
育成が重要と考えられる。

　そこで、農研機構次世代作物開発研究セ
ンター（以下、作物研）では、低温耐性を
有するサツマイモ系統の開発を長年にわ
たって進めてきた。まず、生育初期におけ
る低温耐性を簡易に調査できる手法の開発
に着手し、水耕検定法および低地温検定法
を確立し、主に後者を用いて遺伝資源の評
価や交配後代の選抜を進めてきた3）。選抜
系統は、圃場での生産力調査に供試し、さ
らには北海道内の試験研究機関における試
作に供試いただき、有望系統を選定してき
た。ここでは、その概要を紹介する。

２　低温に対するサツマイモの生育反応
　植え付け後から生育初期で遭遇しやすい
低温とサツマイモの生育反応についていく
つかの報告がある。サツマイモの塊根肥大
は、25℃程度の地温で良好であり、15℃以
下の地温では肥大が抑制される4）。サツマ
イモの細根の生育は、16℃以下で明らかに
抑制されるという報告もある5）。一方、こ
れらの報告における温度帯では、葉のしお
れや変色といった障害は観察されなかっ
た。このように、15～16℃という低温域は、
一般的なサツマイモ品種の生育を抑制する
限界的温度であると考えられる。
　国内のサツマイモ品種・系統を用い、発
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根と地温との関係について調査されたが、
28℃に対する18℃での発根長の比率でみる
と、「農林１号」や「ミナミユタカ」で高く、

「タマユタカ」、「農林２号」、「シロユタカ」
および「シロサツマ」では低かった6）。さ
らに、15℃という限界的な温度での発根長
にも品種・系統による差が見られ、「農林
１号」や「ミナミユタカ」が高い値を示し
たことも報告されている。

３　低地温検定装置と低温耐性選抜
　低地温検定では、できるだけ簡便に低地
温下での検定・選抜を実施できる装置を目
指し、プラスチック製の水槽内に土壌を入
れたアルミニウム製の容器を設置し、投げ
込み式の冷却器を用いて水槽内の水を冷却
し、さらに水中ポンプで水を循環させるこ
とにより低地温を安定的に維持するように
した（図１）。この容器内の土壌にサツマ
イモの蔓先を植え付け、栽培前後の苗重増
加率、葉数増加率、発根数と根重などを調
査し、標準品種「ベニアズマ」、低温耐性
弱の品種・系統として「沖縄100号」、低温
耐性強の品種・系統として「S1-14」（後

に「00LT01LS3」や「作11125-21」へ変更）
等との比較によって低温耐性を判定した。
なお、これら基準となる品種・系統は、５
年間にわたる低温耐性現地試験（栃木県那
須塩原市）での結果や水耕検定での結果を
勘案して選定した。選抜に適する地温につ
いて、14～20℃の範囲で検討した結果、基
準となる品種・系統の反応差が比較的大き
い17℃に設定することとした。なお、ここ
で実施した低地温検定での栽培期間は、３
週間程度が判定に適していた。
　遺伝資源の評価は、ジーンバンク事業で
作物研が保存している1500点以上の遺伝資
源の中から、沖縄はじめ国内各地の収集品
種・系統はもとより、古くに台湾やパプア
ニューギニア（高標高地）、北米など海外
から収集した系統を用い、2007年から400
系統以上について実施してきた。これらの
中から、先述の国内収集系統「S1-14」7）の
ほか、パプアニューギニアや北米で収集さ
れた遺伝資源系統を低温耐性系統として選
抜し、多収性に加え品質特性等の向上を目
指して国内育成品種等と交配することとし
た。交配・採種は農研機構九州沖縄農業研

図１　低地温検定装置の外観
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究センター都城研究拠点にて実施され、実
生選抜以降は、つくばみらい市内の農研機
構谷和原畑圃場で実施した。１年目は実生
を早植え栽培で選抜し、いもを貯蔵すると
ともに、株元を鉢土に植えて萌芽させ、蔓
先を低地温検定に供試して選抜を加えた。
　翌年度からは、選抜系統を圃場での早植
え栽培に供試し、生産力や品質特性を調査
し、さらに系統を絞り込んだ。無マルチま
たは白黒マルチ栽培とし、４月下旬に植え
付け、８月下旬に収穫調査を実施した。３
～４年をかけて選抜された有望系統につい
ては、北海道内２カ所（道立総合研究機構
道南農業試験場、農研機構北海道農業研究
センター芽室拠点）での試作に供試いただ
いた。また、近年の青果用・加工用の育成
品種・系統の中にも低温耐性が強いものが
含まれることが考えられるので、低地温検
定によって評価を進めてきた。

４　育成された低温耐性系統
　今まで育成された低温耐性系統の中で代
表的なものを例にとって紹介する（表１）。
　「00LT01LS3」：「S1-14」 と、 塊 根 の 低

温貯蔵性が優れる「九州112号」との交配
により育成。低温耐性が強く、「S1-14」に
代わって低温耐性強の標準系統として数年
前まで用いていた。「S1-14」よりも、初
期生育が早く、早植え栽培で多収を示すが、
いもの食味は青果用品種「高系14号」より
も劣る。
　「作06188-26」：蒸切干加工用で育成され
た「関東120号」と、パプアニューギニア
収集で低温耐性の強い「P87-14」との交
配により育成。低温耐性がやや強く、初期
生育がきわめて早く、早植え栽培でごく多
収を示す。いもの食味は、「高系14号」よ
りもやや劣る。
　「作11125-21」：青果用育成品種「ひめあ
やか」と、上記の「作06188-26」との交配
により育成。低温耐性が強く、初期生育が
きわめて早く、早植え栽培で多収を示す。
いもの肉色は黄白で、食味は「高系14号」
並みの「中」。低地温検定では常に強い耐
性を示すことから、現在は本系統を低温耐
性強の標準系統として使用している。
　「作13065-2」：低温耐性選抜系統「07160-
47」（上記の「00LT01LS３」と紫肉色の

品種・系統名 試験年次 低地温検定
での判定

収　量 蒸しいもの
上いも重（kg/a） 乾物率（%） 肉色 肉質 食味

ベニアズマ 2009 中 180 31.3 黄 やや粉 やや上
沖縄100号 2009 弱 179 26.8 淡黄白～黄白 やや粘 やや下

S1-14 2009 強 183 27.3 黄白 中 やや下
00LT01LS3 2009 強 247 27.3 淡黄 中 中～やや下
作06188-26 2009 やや強 352 28.4 黄 中 やや下
ベニアズマ 2017 中 157 31.9 淡黄 やや粉 やや上
沖縄100号 2017 弱 105 25.3 淡黄白 中～やや粘 やや下
作11125-21 2017 強 195 30.4 淡黄╱淡紫 中 中
作13065-2 2017 やや強 138 34.9 黄白 中 やや上

注）低地温検定での判定は17℃で実施、４月下旬植付で８月下旬収穫調査、蒸しいもの食味は「高系14号」を「中」として判定。

表１　無マルチ早植え栽培試験における収量および蒸しいもの特性の例（谷和原圃場）
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青果用品種「パープルスイートロード」と
の交配に由来）と、「ひめあやか」との交
配により育成。低温耐性がやや強く、初期
生育は早く、早植え栽培でやや多収を示す。
いもの肉色は黄白で、食味は「ベニアズマ」
並みの「やや上」と良好である。肉質は中
間質である。
　以上、低温耐性の遺伝資源系統と、一般
の青果用・加工用育成品種・系統との交配
を１回のみ実施した後代から選抜された系
統 に つ い て は、　「00LT01LS3」 や「 作
06188-26」のように、いもの食味など実用
特性の十分でないことが多く、この系統に、
さらに一般育成品種・系統を１～２回交配
して後代の選抜を実施し、食味等の特性向
上を図ることが重要と考えられた。その結
果、青果用品種「ひめあやか」等をさらに
交配した後代の中から、「高系14号」並み
の食味を示す「作11125-21」、さらには「ベ
ニアズマ」並みのより優れた食味を示す「作
13065-2」などが育成されてきた。
　これら選抜系統は、北海道内２カ所での
試作にも供試され、「作11125-21」のよう
に多収性が認められた系統が多くみられ
た。利用面では、青果用の他に蒸切干加工
用としても検討を加えている。一方、一般
の青果用・加工用で育成している系統の中
にも、低地温検定で低温耐性の強いと考え
られる系統がいくつか見出され、これらも
北海道内での試作に供試中である。

５　今後の課題
　実用特性として、収量性・食味はもちろ
んであるが、いもの外観や肉色も重要であ
る。いもが紡錘形等で乱れの少ない良好な
形状であり、さらに赤皮系の系統が望まれ

る。肉色については、黄色系を中心に、橙
色系や紫色系の系統も選抜している。さら
に、調理時の肉質としては、育成地（茨城
県つくばみらい市）での栽培で粘質となる
系統は、冷涼地で栽培するといっそう粘質
化するものが多く実用的ではないと考えら
れるので、中間質～粉質の系統を重視し選
抜している。
　現在、冷涼地におけるサツマイモ栽培で
は、「ベニアズマ」や「べにはるか」のよ
うな青果用品種が多く作付けされている状
況であるが、これらに匹敵するような実用
特性を備えつつ、冷涼地での栽培や早植え
栽培で、より多収性を示す系統を選抜する
ことが重要であり、関係する試験研究機関
と連携をとりつつ育成を進めているところ
である。
　この報告の一部は、農研機構生研支援セ
ンター「イノベーション創出強化研究推進
事業（実施課題番号27033Ｃ）」の援助を受
けて実施された。
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